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司　　会：加藤　元嗣（北海道大学病院 光学医療診療部 診療教授）
　　　　　草野　元康（群馬大学医学部附属病院 光学医療診療部 診療教授）

演　　者：荒川　哲男（大阪市立大学大学院 消化器内科学 教授）

演　　者：Francis KL Chan
　　　　　 (Professor of Medicine and Therapeutics Head, Division of Gastroenterology       
　　　　　  and Hepatology, The Chinese University of Hong Kong)
特別発言：藤本　一眞（佐賀大学医学部 内科学 教授）

共催：エーザイ株式会社

座長：柏木　秀幸 ( 富士市立中央病院 )
　　　片田　夏也 ( 北里大学 消化器外科 )

当番会長　加藤　元嗣（北海道大学病院光学医療診療部）

三豊総合病院 消化器内科
佐尾山淳子、今川　　敦、須藤　　梢、
上田英次郎、松三　明宏、寺澤　裕之、
竹内　桂子、森藤　由記、遠藤日登美、
秋田　光洋、神野　秀基、守屋　昭男、
幡　　英典、中津　守人、安東　正晴     

獨協医科大学病院 消化器内科
水口　貴仁、土田　幸平、岩崎　茉莉、
鈴木　統裕、坪内美佐子、吉竹　直人、
眞島　雄一、笹井　貴子、飯島　　誠、
平石　秀幸 

帝京大学医学部附属病院外科
熊田　宜真、小川　越史、堀川　昌宏、
矢口　義久、稲葉　　毅、福島　亮治 

三豊総合病院 内科
須藤　　梢 、森藤　由記 、今川　　敦 、
上田英次郎 、松三　明宏 、寺澤　裕之 、
竹内　桂子、   遠藤日登美 、秋田　光洋 、
神野　秀基 、守屋　昭男 、幡　　英典 、
中津　守人 、安東　正晴      

若手医師のセッション①（8：33 〜 8：57）

開会挨拶（8：30 〜 8：32）

O1-1. EVL が有効であった難治性大腸憩室出血の一例

アスピリン今昔物語「Aspirin-Old friend or new foe?」

Approach to non-H.pylori non-NSAID ulcers

O1-2. 小腸ダブルバルーン内視鏡により摘出し得た鋭的な空腸異物の 2 症例

O1-3. 十二指腸潰瘍を契機に診断された好酸球性胃腸炎（EGE）の一例

O1-4. 胃全摘術後に経口摂取困難認め 診断治療に難渋した１例

　第 23 回消化器疾患病態治療研究会
2014 年 8 月 8 日（金）札幌アスペンホテル 2 階 アスペン A

2014 年 8 月 9 日（土）北海道大学学術交流会館  2 階 講堂

サテライトセミナー（18：30 〜 20：00）
NSAID・アスピリンによる消化管障害をめぐる日本と世界の架け橋
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座長：峯　　徹哉（東海大学医学部医学科内科学系消化器内科学）
　　　内藤　裕二（京都府立医科大学内科）

座長：屋嘉比康治（埼玉医科大学総合医療センター　消化器・肝臓内科）
桂田　武彦（北海道大学病院 消化器内科）

日本医科大学付属病院　消化器外科
新井　洋紀、藤田　逸郎、金沢　義一、
菅野　仁士、小野寺浩之、柿沼　大輔、
加藤　俊二、松倉　則夫、内田　英二

JSPS Research Fellowship, Department of Metabology, Graduate School of Medicine, Tokyo University1),
Department of Biomedical Chemistry, Graduate School of Medicine, Tokyo University2)

Takahiro Mikami1),  Yukiko Hirota2),
Daniel-Ken Inaoka2),  Kiyoshi Kita2),
Hiroki Kurihara1)

埼玉医科大学総合医療センター消化器・肝臓内科
山口菜緒美、細見英里子、林　健次郎、
魯　　昭輝、落合　光子、名越　澄子、
屋嘉比康治 

弘前大学大学院医学研究科消化器血液内科学講座 1)、
弘前大学大学院医学研究科内分泌代謝内科学講座 2)、
弘前大学附属病院リハビリテーション部 3)、
弘前大学大学院医学研究科地域がん疫学講座 4)、
弘前大学医学部附属病院医療情報部 5)、
弘前大学附属病院光学医療診療部 6)

速水　史郎 1)、珍田　大輔 1)、   柳町　　幸 2)、
塚本　利昭 3)、  松坂　方士 4)5)、澤谷　　学 1)、
三上　達也 6)、下山　　克 1)、   福田　眞作 1) 

獨協医科大学　消化器内科 1)、
足利赤十字病院　内科 2)

竹中　一央 1)、菅谷　武史 1)、井澤　直哉 1)、
岩崎　茉莉 1)、鈴木　統裕 1)、原　瑠以子 1)、
滝沢　詔子 1)、中野　正和 1)、星野　美奈 1)、
富永　圭一 1)、平石　秀幸 1)、星野　　敦 2) 

若手医師のセッション② （8：58 〜 9：26）

炎症性腸疾患 (IBD) 診療を見直す （9：27 〜 10：12）

O1-5. 早期胃癌に対する ESD の侵襲度と影響を与える因子についての検討

O2-1. 潰瘍性大腸炎に対する生物学製剤による治療成績の検討

O1-6. 消化器外科領域における上部消化管潰瘍穿孔例の時代による変遷とその背景

O1-7. Role of succinate secretion in carcinogenetic process of gastrointestinal stromal tumours

O1-8. 消化管ホルモンの食欲抑制作用に対するストレス関連ペプチドの影響
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札幌東徳洲会病院
古川　　滋

札幌厚生病院 IBD センター
本谷　　聡、宮川　麻希、酒見　亮介、
那須野正尚、田中　浩紀、今村　哲理

札幌東徳洲会病院 外科 1)、藤田保健衛生大学 下部消化管外科 2)、
京都大学 消化管外科 3)、広島大学病院 感染症科 4)、
シカゴ大学 外科 5)、札幌東徳洲会病院 IBD センター 6)、
札幌東徳洲会病院 消化器センター 7)、旭川医科大学 消化器移植外科 8)、
旭川医科大学 消化器・血液腫瘍制御内科学分野 9)

河野　　透 1)、前田耕太郎 2)、坂井　義治 3)、
大毛　宏喜 4)、アレサンドロ フィケラ 5)、
笠井　章次 1)、前本　篤男 6)、折居　史佳 6)、
古川　　滋 6)、前島　　拓 1)、向井　信貴 1)、
王　　利明 1)、深堀　　晋 1)、南　　盛一 1)、
吉川大太郎 1)、唐崎　秀則 1)、北川　真吾 1)、
佐藤　　龍 7)、太田　智之 7)、山田　理大 8)、
古川　博之 8)、藤谷　幹浩 9)、高後　　裕 9)

北海道大学病院 検査・輸血部 1)、
北海道大学病院 超音波センター 2)、
北海道大学病院 放射線部 3)、
北海道大学病院 消化器内科 4)、
北海道大学病院 光学医療診療部 5)、
北海道大学病院 病理部 6)

西田　　睦 1)2)、 和田　妙子 1)2)、表原　里実 1)2)、
佐藤　恵美２)3)、 工藤　悠輔 1)2)、岩井　孝仁 1)2)、
井上真美子 1)2)、堀江　達則 2)3)、桂田　武彦 4)、
間部　克裕 5)、   加藤　元嗣 5)、畑中佳奈子 6)、
渋谷　　斉 1)、   清水　　力 1)  

O2-3. Mesalazine 投与により増悪した潰瘍性大腸炎の一例〜当科における Mesalazine 投与困
　　   難例の検討〜

O2-4. 潰瘍性大腸炎の寛解維持における内視鏡的重症度スコア評価の治療戦略的意義

O2-5. Kono-S 吻合による吻合部のクローン病内視鏡的再発抑制効果に関する多施設後ろ向き検討

O2-2. 潰瘍性大腸炎病勢評価における体外式超音波検査と下部内視鏡検査 , 生検組織診断との
　　   比較

座長：前田　　愼（横浜市立大学　消化器内科）
　　　永原　章仁（順天堂大学　消化器内科）

東京医科大学病院　内視鏡センター
植松　淳一、佐藤　丈征、内藤咲貴子、
福澤　誠克、河合　　隆

京都府立医科大学　消化器内科 1)、
朝日大学歯学部附属村上記念病院　消化器内科 2)

土肥　　統 1)、八木　信明 1)2)、間嶋　　淳 1)、
小野澤由里子 1)、北市　智子 1)、堀居　雄介 1)、
鈴木建太朗 1)、冨江　　晃 1)、鎌田　和浩 1)、
内山　和彦 1)、半田　　修 1)、内藤　裕二 1)  

ヘリコバクター・ピロリ診療の現状① （10：22 〜 10：50）

O3-1. ピロリ菌感染と年齢別内視鏡所見の関連性の検討

O3-2. 新画像強調システムを用いた内視鏡画像による H.pylori 胃炎診断の有用性
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弘前大学大学院医学研究科 消化器内科
立田　哲也、下山　　克、珍田　大輔、
福田　眞作

杏林大学医学部第三内科
田中　昭文、徳永　健吾、高橋　信一

弘前大学大学院医学研究科　消化器血液内科
珍田　大輔、下山　　克、福田　眞作

東邦大学総合診療・救急医学講座
渡辺　利泰、河越　尚幸、佐藤　高広、
福井　悠人、田中　英樹、竹本　育聖、
貴島　　祥、佐々木陽典、前田　　正、
石井　孝政、菅澤　康幸、宮崎　泰斗、
原　　規子、本田　善子、財　　裕明、
中西　員茂、瓜田　純久、島田　長人、
中嶋　　均

愛知県がんセンター愛知病院 消化器内科 1)、
名古屋大学 消化器内科 2)

榊原　真肇 1)、藤田　孝義 1)、近藤　真也 1)、
都築　佳枝 1)、側島　　友 1)、安藤　貴文 2)、
後藤　秀実 2) 

O3-4. Helicobacter pylori 感染率、萎縮性胃炎の頻度が高い地域での中高年早期胃癌患者の PG
　　   濃度についての検討

O3-6. 高齢者における H. pylori 一次除菌療法− clarithromycin 耐性率と除菌率による検討−

O3-7. 若年者ピロリ菌検診における感染者のペプシノーゲン濃度と除菌率についての検討

O3-5. 総合診療における H.pylori 診療の現状

O3-3. 除菌後胃癌の特徴と除菌後の腸上皮化生の変化についての検討

座長：中島　　淳（横浜市立大学大学院医学研究科肝胆膵消化器病学教室）
　　　塩谷　昭子（川崎医科大学 食道・胃腸内科）

座長：岡　　政志（埼玉医科大学 消化器内科・肝臓内科）
　　　鈴木　秀和（慶應義塾大学医学部 内科学（消化器））

横浜市立大学 肝胆膵消化器病学
長谷川　翔、遠藤　宏樹、中島　　淳

横浜市立大学附属病院 消化器内科 1)、
済生会横浜市南部病院 消化器内科 2)、
横浜市立大学附属病院 臨床研修センター 3)

金田　義弘 1)2)、稲森　正彦 1)3)、前田　　愼 1)    

消化器領域における薬剤性障害 （11：13 〜 11：41）

ヘリコバクター・ピロリ診療の現状② （10：51 〜 11：12）

O4-1. 低用量アスピリン服用者における小腸粘膜傷害のリスク解析：多施設共同研究

O4-2. 当院におけるアスピリン，NSAIDs 処方例に対する胃薬の併用状況について
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小樽掖済会病院 消化器病センター
小松　悠弥、北岡　慶介、和賀永里子、
高梨　訓博、藤田　朋紀、勝木　伸一

帝京大学病院外科
堀川　昌宏、熊田　宣真、小川　越史、
矢口　義久、稲葉　　毅、福島　亮治 

O5-1. アニサキスが原因と考えられた出血性胃潰瘍の一例

O5-2. 食道癌術後、再建胃管に難治性の放射線性潰瘍をきたした 1 例

座長：内田　英二（日本医科大学外科 ( 消化器 ･ 一般 ･ 乳腺 ･ 移植部門））
　　　瓜田　純久（東邦大学医学部 総合診療科）

NTT 東日本札幌病院 消化器内科 1)、
恵佑会札幌病院 消化器内科 2)

吉井　新二 1)、松本　美櫻 1)、羽場　　真 1)、
川本　泰之 1)、横山　朗子 1)、赤倉　伸亮 1)、
穂刈　　格 2)、塚越　洋元 2) 

順天堂大学消化器内科
嶋田　裕慈、永原　章仁、上山　浩也、
松本　健史、浅岡　大介、北條麻理子、
渡辺　純夫

山形大学医学部 消化器・乳腺甲状腺・一般外科
蜂谷　　修、藤本　博人、矢野　充泰、
福元　　剛、山岸　岳人、小野寺雄二、
山賀　亮介、高須　直樹、平井　一郎、
木村　　理

横浜市立大学附属市民総合医療センター消化器病センター 外科 1)、
横浜市立大学消化器腫瘍外科学 2)

宮本　　洋 1)、國崎　主税 1)、高川　　亮 1)、
木村　　準 1)、牧野　洋知 1)、大田　貢由 1)、
遠藤　　格 2)　

その他　消化器疾患の病態と治療及び示唆に富む症例報告など （11：42 〜 12：06）

O4-3. サンシシ含有漢方製剤と特発性腸管膜静脈硬化症

O4-4. 低用量アスピリンによる胃粘膜障害発症率の年齢別検討

O5-3. 外科切除を施行した出血性小腸疾患の検討

O5-4. 原因不明の食道潰瘍の一例

司　会：浅香　正博（北海道大学大学院医学研究科がん予防内科学講座 特任教授）

演　者：菅野健太郎（学校法人自治医科大学 名誉教授）
共催：武田薬品工業株式会社

ランチョンセミナー（12：20 〜 13：10）
「H. pylori 感染と機能性ディスペプシア〜 The Kyoto global consensus meeting for H. pylori gastritis 〜」 
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富士市立中央病院外科
入村　雄也、今泉　佑太、市原　恒平、
武田　泰裕、北村　博顕、兼平　　卓、
谷島雄一郎、道躰　隆行、良元　和久、
梶本　徹也、柏木　秀幸　　

東京慈恵会医科大学 外科学講座消化管外科
山本　世怜、矢野　文章、秋元　俊亮、
星野　真人、坪井　一人、小村　伸朗、
柏木　秀幸

O6-1. 当院における腹腔鏡下逆流防止術の検討

O6-2. 重症逆流性食道炎に対する外科治療成績

座長：福島　亮治（帝京大学医学部 外科）
　　　松橋　信行（NTT 東日本病院 消化器内科）

座長：加藤　公敏（日本大学医学部総合内科）
　　　工藤　峰生（札幌北楡病院 消化器内科）

東京歯科大学市川総合病院　消化器内科
岸川　　浩、伊藤　麻子、荒畑　恭子、
財部紗基子、木村佳代子、三好　　潤、
貝田　将郷、西田　次郎

順天堂大学消化器内科
永原　章仁、北條麻理子、浅岡　大介、
嶋田　裕慈、中川　裕太、松本　紘平、
上山　浩也、松本　健史、渡辺　純夫

北海道大学消化器内科 1)、
北海道大学病院光学医療診療部 2)、
中川胃腸科 3)、
太黒胃腸内科 4)、 
森内科胃腸科 5)

大野　正芳 1)、加藤　元嗣 2)、宮本　秀一 1)、
大森　沙織 1)、高橋　正和 1)、水島　　健 1)、
小野　尚子 2)、中川　　学 3)、山本　純司 4)、
森　　康明 5)、中川　宗一 3)、間部　克裕 2)、
清水　勇一 1)、坂本　直哉 1)

酸関連疾患を見直す （13：26 〜 13：47）

機能性消化管障害 (FGIDs) の新知見 （13：48 〜 14：09）

O6-3. 食道裂肛ヘルニアの成因−特に酸分泌との関連について

O7-2. 実地臨床における主訴別にみたアコチアミドの効果

O7-1. 機能性腸障害と内視鏡所見との関連性

表彰式　 （13：15 〜 13：25）
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座長：田辺　　聡（北里大学医学部新世紀医療開発センター）
　　　藤城　光弘（東京大学光学医療診療部）

順天堂大学医学部付属順天堂医院消化器内科
中川　裕太、松本　健史、上山　浩也、
田中　一平、竹田　　努、松本　紘平、
永原　章仁、渡辺　純夫　　

KKR 高松病院 人間ドックセンター 1)、
KKR 高松病院 消化器内科 2)

安田　　貢 1)、野上　晃司 1)、佐野　　愛 1)、
小林　三善 2)、松井　崇矩 2)、森田　　翼 2)、
前田　　剛 2)　

京都府立医科大学 消化器内科 1)、
朝日大学歯学部附属村上記念病院 消化器内科 2)

堀居　雄介 1)、土肥　　統 1)、間嶋　　淳 1)、
小野澤由里子 1)、北市　智子 1)、冨江　　晃 1)、
鈴木建太朗 1)、鎌田　和浩 1)、八木　信明 1)2)、
内藤　裕二 1)　　

NTT 東日本札幌病院 消化器内科 1)、
恵佑会札幌病院 消化器内科 2)

吉井　新二 1)、松本　美櫻 1)、羽場　　真 1)、
川本　泰之 1)、横山　朗子 1)、赤倉　伸亮 1)、
穂刈　　格 2)、塚越　洋元 2)　

三豊総合病院　消化器科
今川　　敦、佐尾山淳子、松三　明宏、
須藤　　梢、上田英次郎、寺澤　裕之、
竹内　桂子、森藤　由記、遠藤日登美、
秋田　光洋、神野　秀基、守屋　昭男、
幡　　英典、中津　守人、安東　正晴

小樽掖済会病院 消化器病センター 1)、
小樽掖済会病院  外科 2)

勝木　伸一 1)、藤田　朋紀 1)、高梨　訓博 1)、
和賀永里子 1)、北岡　慶介 1)、小松　祐弥 1)、
大野　敬佑 2)、佐々木一晃 2)

北里大学医学部 消化器内科学
鈴木　瑞人、田辺　　聡、樋口　勝彦、
東　　瑞智、石戸　謙次、堅田　親利、
佐々木　徹、小泉和三郎 

シンポジウム：内視鏡治療の最前線 （14：10 〜 15：10）

S1-4. Hybrid-ESD における臓器別の最適な局注液の基礎的検討 -porcine model

O7-3. H.pylori 感染状態別の機能性ディスペプシアの頻度についての検討—当院人間ドック受診
　　  者データより—

S1-1. 食道表在癌における BLI 併用拡大内視鏡を用いた ESD 術前診断の有用性

S1-3. 大腸 ESD における創部閉鎖による偶発症対策

S1-5. 剥離困難な症例に対するクリップを用いた ESD の工夫

S1-6. ダブルバルーン内視鏡を用いた小腸，大腸 ESD 手技

S1-2. 早期胃癌治療困難例に対する Double  scope  ESD (single trans method) の有用性
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演者：中島　滋美（ピロリ菌感染を考慮した胃がん検診研究会代表世話人・
　　　　　　　　　　　地域医療機能推進機構滋賀病院　総合診療科）

次回会長　内田　英二（日本医科大学外科 ( 消化器 ･ 一般 ･ 乳腺 ･ 移植部門））

ピロリ菌感染を考慮した胃がん検診の必要性 
−「ピロリ菌感染を考慮した胃がん検診研究会」のあゆみ− （15：15 〜 15：30）

閉会挨拶 （15：31 〜 15：35）


